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唐
突
で
す
が
、こ
の
春
、前
期
高
齢
者
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
の
友
人
の
話
で
は
、同
窓
生
の
ほ
と

ん
ど
が
楽
し
い
余
生
を
過
ご
し
て
い
る
と
、仕
事

を
す
る
こ
と
が
ま
る
で
異
端
児
で
あ
る
か
の
よ

う
に
近
況
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
が
身

の
老
後
を
考
え
る
と
、す
で
に
青
春
時
代
を
過
ご

し
た
大
阪
に
は
根
城
と
な
る
場
所
も
あ
り
ま
せ

ん
。何
処
で
夢
を
か
な
え
る
か
と
考
え
れ
ば
、必

然
的
に
故
郷
の
実
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。実
家
は
、鞆
の
浦
と
尾
道
の
中
間
に
あ

り
、子
供
の
こ
ろ
か
ら
夏
休
み
は
毎
日
の
よ
う
に

海
に
出
か
け
釣
り
や
磯
遊
び
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

8
月
初
め
の
大
潮
時
期
は
広
大
な
干
潟
が
出
現

し
、川
の
よ
う
な
流
れ
に
座
れ
ば
デ
キ
ハ
ゼ（
稚
魚
）

が
群
れ
を
成
し
て
周
り
に
集
ま
り
、潮
溜
ま
り
に

目
を
向
け
る
と
逃
げ
遅
れ
た
エ
ビ
や
時
に
は
カ

ブ
ト
ガ
ニ
ま
で
遊
び
相
手
に
な
る
自
然
豊
か
な

海
岸
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、近
く
の
港
湾
が
貯
木

場
と
な
り
そ
の
周
辺
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
た

ん
、ヘ
ド
ロ
の
海
と
化
し
ハ
ゼ
す
ら
住
ま
な
い
海

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。5
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、

車
で
30
分
も
走
れ
ば
鄙ひ

な

び
た
漁
港
に
た
ど
り
着

け
、堤
防
釣
り
を
楽
し
め
た
の
で
す
が
、近
年
で

は
子
イ
カ
や
小
鯵・イ
ナ
ッ
コ
の
群
れ
る
姿
す
ら

見
え
な
く
な
り「
お
魚
さ
ん
は
ど
こ
行
っ
た
」と

嘆
い
て
お
り
ま
す
。そ
う
、私
の
夢
は
鄙
び
た
漁

港
の
堤
防
の
ぬ
し
的
存
在
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。

堤
防
に
流
れ
着
く
藻
に
ア
ミ
メ
ハ
ギ
が
纏
わ
り

つ
き
、コ
マ
セ
を
見
つ
け
た
と
た
ん
集
団
で
追
い

か
け
る
姿
を
見
る
と
、何
か
滑
稽
で
、で
も
生
き

延
び
て
い
く
姿
が
、わ
が
姿
と
重
な
る
部
分
が
あ

る
の
で
は
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。
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紹介者名簿支援者名簿

■
開
会
挨
拶

　
畑
澤
常
任
幹
事
の
司

会
で
始
ま
り
、ま
ず
山

本
会
長
よ
り「
日
本
薬

剤
師
会
が
成
す
べ
き
こ

と
、日
本
薬
剤
師
連
盟

が
成
す
べ
き
事
を
正
確

に
確
実
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
、薬
剤
師
の
将

来
に
、ひ
い
て
は
国
民

の
た
め
に
な
る
医
薬
品
提
供
体
制
に
繋
が
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
名
簿
活
動
は
2
人
の

組
織
代
表
を
1
人
に
し
な
い
た
め
の
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
皆
さ
ん
と
お
目
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、一
生
懸
命
に
全
国

を
廻
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
、支
援
者
名
簿
の
収

集
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。」と
開
会
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

■
神
谷
ま
さ
ゆ
き
氏
挨
拶

　「
組
織
内
統
一
候
補

に
な
っ
て
か
ら
都
道
府

県
に
一
度
は
直
接
、足

を
運
び
ご
挨
拶
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
同
様
に

W
E
B
で
も
、ご
挨
拶
の
時
間
を
い
た
だ
い
た
。

訪
問
時
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
、

事
前
の
準
備
に
、物
心
共
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
従
来
の
後
援
会
活
動

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
中
、こ
れ
ま
で
の
あ
り

方
に
と
ら
わ
れ
ず
新
し
い
後
援
会
活
動
を
求

め
、日
々
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
藤

井
も
と
ゆ
き
議
員
よ
り
バ
ト
ン
を
継
承
し
、何

が
何
で
も
薬
剤
師
議
員
2
人
体
制
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、覚
悟
を
決
め
頑
張
っ

て
行
く
。」と
心
強
い
挨
拶
が
あ
っ
た
。

■
名
簿
説
明

　
そ
の
後
、大
澤
副
会

長
よ
り
事
例
を
示
し
、

支
援
者
名
簿
の
収
集
方

法
と
考
え
方
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、都
道
府
県
神
谷
ま
さ
ゆ
き
後
援

会
事
務
局
に
動
画
が
配
布
さ
れ
る
の
で
参
考

と
し
て
も
ら
い
た
い
。

■
閉
会
挨
拶

　
最
後
に
岩
本
副
会
長

よ
り「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

名
簿
活
動
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
70
万
の

名
簿
を
目
指
し
、皆
様

の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」と
訴

え
閉
会
と
な
っ
た
。

　
全
国
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
‼

令
和
3
年
2
月
1
日（
月
）午
後
1
時
30
分
よ
り
、神
谷
ま
さ
ゆ
き
中
央
後
援
会
主

催
に
よ
る
W
E
B
説
明
会
が
都
道
府
県
神
谷
ま
さ
ゆ
き
後
援
会
事
務
局
を
対
象

に
開
催
さ
れ
た
。

支
援
者
名
簿
収
集
に
関
す
る
説
明
会
が

W
E
B
で
開
催
さ
れ
る

　
「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
へ
の
支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、討
議
資
料
と

伴
に
、プ
ロ
フ
ィ
ー
ル・政
治
信
条
等
に
つ
い
て
説
明
し
、顔
と
氏
名
を
覚
え
て

い
た
だ
き
、紹
介
者
名
簿
と
支
援
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
ご
同
意
を
得

て
、ご
署
名
を
戴
く
事
で
、紹
介
者・支
援
者
同
士
の
結
束
を
固
め
、紹
介
者・支

援
者
の
方
々
に「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
」が
日
々
の
活
動
し
て
い
る
状
況
を

直
接
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
集
め
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
活
動
は
、日
本
薬
剤
師
連
盟
の
機
関
誌「
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
！
」だ
け
で
は

な
く
、「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
F
a
c
e
b
o
o
k
薬
剤
師「
神
谷

ま
さ
ゆ
き
」の
活
動
日
誌
」「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」で
お
知
ら
せ
を

し
て
い
ま
す
。是
非
と
も
ご
理
解
を
賜
り
、支
援
の
輪
を
広
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

なぜ「名簿活動」が必要なの？
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神神か
み
か
み

谷谷やや

ま
さ
ゆ
き
副
会
長
活
動
報
告（

ま
さ
ゆ
き
副
会
長
活
動
報
告（
66
））

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、

年
が
明
け
て
も
終
息
の
気
配
が
な
く
、1
月
7

日
か
ら
1
カ
月
間
に
わ
た
る
二
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、更
に
10
都
府
県
に
お

い
て
は
3
月
7
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
神
谷
ま

さ
ゆ
き
副
会
長
の
活
動
は
、昨
年
12
月
ま
で
は

本
人
に
よ
る
訪
問（
以
下
、リ
ア
ル
な
訪
問
）が

可
能
で
あ
っ
た
が
、年
明
け
か
ら
は
ウ
ェ
ブ
に

よ
る
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
12
月
15
日
か
ら
2
月
10
日
ま
で
の
期
間
に
、

本
人
及
び
日
薬
連
盟
役
員
が
訪
問
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、熊
本
県（
改
正
薬
機
法
及
び

感
染
症
拡
大
防
止
支
援
事
業
説
明
会
）、愛
知

県（
薬
剤
師
会
地
域
職
域
会
長
協
議
会
）、京
都

府（
薬
剤
師
会
理
事
会
）、和
歌
山
県（
薬
剤
師

会
理
事
会
・
地
域
職
域
会
長
会
議
・
総
務
会
、薬

業
界
意
見
交
換
会
、
特
別
講
演
会
）、
長
崎
県

（
薬
剤
師
連
盟
役
員
会
）で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、同
期
間
に
お
い
て
ウ
ェ
ブ
で
活
動
で

き
た
の
は
、新
潟
県（
地
域
薬
剤
師
会
会
長
協

議
会
）、
岡
山
県（
薬
剤
師
会
役
員
会
）、
広
島

県（
学
校
薬
剤
師
研
修
会
及
び
薬
事
衛
生
指
導

員
講
習
会
、薬
剤
師
禁
煙
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

講
習
会
）、千
葉
県（
地
域
職
域
代
表
者
拡
大
会

議
）、鳥
取
県（
薬
剤
師
連
盟
総
務
会
）、福
井
県

（
薬
剤
師
連
盟
総
務
会
）、三
重
県（
新
任
薬
剤

師
研
修
会
）、鹿
児
島
県（
災
害
支
援
薬
剤
師
育

成
研
修
会
、新
春
学
術
講
演
会
）、北
海
道（
薬

剤
師
会
理
事
会
）、埼
玉
県（
地
域
薬
剤
師
会
代

表
者
会
議
）、青
森
県（
薬
剤
師
会
理
事
会
）、兵

庫
県（
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局
研
修
会
）で
あ
り
、

日
本
薬
剤
師
連
盟
の
役
員
に
よ
る
神
谷
副
会

長
の
紹
介
に
続
き
、本
人
か
ら
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、可
能
な
範
囲
で
、都
道
府
県
の
支
部

薬
剤
師
会
の
集
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
で
も

挨
拶
の
機
会
を
得
て
い
る
。

　
一
方
、
2
月
か
ら
は
支
部
訪
問
活
動
が
四

国
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
し
か
し
、緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
お
り
、
第
一
週
目

の
香
川
県
に
お
い
て
は
県
内
の
移
動
自
粛
措

置
の
期
限
の
延
長
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
延
期
と
な
り
、
3
月
下
旬
の
活
動
を

検
討
し
て
い
る
。
第
二
週
目
の
高
知
県
に
お

い
て
は
リ
ア
ル
な
訪
問
に
代
わ
る
方
法
と
し

て
、県
薬
役
員
が
薬
局
を
訪
問
し
、持
参
し
た

ス
マ
ホ
を
使
い
、
ビ
デ
オ
電
話
で
神
谷
副
会

長
の
挨
拶
を
受
け
て
も
ら
う
活
動
と
夜
に
は

Z
O
O
M
を
利
用
し
、
訪
問
で
き
な
か
っ
た

薬
局
の
方
々
に
順
次
入
っ
て
も
ら
い
会
話
を

す
る
と
い
う
方
法
で
活
動
し
た
。
徳
島
県
、愛

媛
県
に
お
い
て
も
、
支
部
訪
問
の
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
支
部
訪
問
活
動
に
つ
い
て
は
、「
神
谷
ま
さ

ゆ
き
全
国
支
部
訪
問
実
施
要
領
」に
基
づ
き
順

次
実
施
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
が
、具
体
的
な

活
動
方
法
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
推
移
を
勘
案
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
活
動
の
基
本
は
リ
ア
ル
な
訪
問

で
あ
る
の
で
、訪
問
前
に
、訪
問
者
が
P
C
R

検
査
を
行
う
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る「
全
国

支
部
訪
問
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
作
成
し
、2

月
15
日
に
都
道
府
県
に
通
知
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
と
な
る
が
、
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。高知県

長崎県

和歌山県

愛知県

京都府

熊本県
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令
和
2
年
12
月
、
政
府
は
第
三
次
補
正
予

算
案
、
令
和
3
年
度
予
算
案
等
を
決
定
し

た
。
日
本
薬
剤
師
会
と
日
本
薬
剤
師
連
盟

が
要
望
し
て
い
た
事
項
（
P
O
W
E
R
今
月

号
の
自
民
党
薬
剤
師
問
題
議
員
懇
談
会
世

話
人
会
・
総
会
の
記
事
を
参
照
）
に
関
係
す

る
部
分
を
解
説
す
る
。

令
和
3
年
4
月
の
薬
価
改
定

（
令
和
3
年
度
予
算
）

1　
平
均
乖
離
率
8
%
の
0
・
5
倍
〜
0
・
7

5

倍
の
中
間
で
あ
る
0
・
6
2
5
倍
（
乖
離
率

5
%
）
を
超
え
る
価
格
乖
離
の
大
き
な
品
目

（
1

2
，1
8
0
品
目
、
約
7
割
）を
対
象
に

改
定
す
る
。
但
し
、
前
回
の
薬
価
調
査
の
乖

離
率
7
・
2
%
か
ら
今
回
の
薬
価
調
査
は
乖

離
率
8
・
0
%
と
な
り
0
・
8
%
上
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
と
み
な
し
、
調
整
幅
2
%
と
は
別

に
、削
減
幅
を
+
0
・
8
%
分
緩
和
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
薬
剤
費
の
削
減
額
は
▲

4
，3
0
0
億
円
程
度（
国
費
▲
1
，0
0
0

億
円
程
度
）と
な
る
。

令
和
3
年
4
月
の
介
護
報
酬
改
定

（
令
和
3
年
度
予
算
）

2　
改
定
率
は
全
体
で
+
0
・
7

0
%
（
国
費

1
9
6
億
円
）
と
す
る
。
+
0
・
7

0
%
の

う
ち
+
0
・
0

5
%
相
当
分
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
分
と
し
て
令
和
3

年
9
月
末
ま
で
の
間
、
特
例
的
な
評
価
と
し

て
確
保
す
る
。
10
月
以
降
に
つ
い
て
は
柔

軟
に
対
応
す
る
。

令
和
2
年
度
第
三
次
補
正
予
算
案
、

令
和
3
年
度
予
算
案
等
が
決
定
さ
れ
る
! !

診
療
報
酬
・
調
剤
報
酬
上
の
対
応

（
予
備
費
、
第
三
次
補
正
予
算
、
令

和
3
年
度
予
算
）

3〇

感
染
予
防
策
を
講
じ
た
小
児
の
外
来
診

療
等
に
係
る
評
価

　
調
剤
…
12
点（
12
月
15
日
か
ら
令
和
3
年

9
月
調
剤
分
ま
で
適
用
）

　
　
　
　
6
点（
令
和
3
年
10
月
調
剤
分
以

降
）

〇

感
染
予
防
策
を
講
じ
た
一
般
診
療
等
に

係
る
評
価

　
調
剤
…
4
点（
令
和
3
年
4
月
調
剤
分
か

ら
9
月
調
剤
分
ま
で
適
用
）

医
療
機
関
・薬
局
等
の
感
染
拡
大
防

止
等
の
支
援（
第
三
次
補
正
予
算
）

4　
薬
局
…

20
万
円
を
上
限
と
し
て
実
費
を

補
助（
国
に
よ
る
直
接
執
行
）

　
　
　
　

12
月
15
日
〜
3
月
31
日
に
か
か

る
費
用
が
対
象

（
参
考
…
第
二
次
補
正
予
算
）

〇

医
療
機
関
・
薬
局
等
に
お
け
る
感
染
拡
大

防
止
等
の
支
援

　
薬
局
…
70

万
円
を
上
限
と
し
て
実
費
を

補
助

〇

薬
局
に
お
け
る
薬
剤
交
付
支
援
事
業
　

11
億
円（
第
一
次
補
正
で
は
4
・
6
億
円
）

〇

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
薬
剤

師
の
代
理
薬
剤
師
派
遣
体
制
確
保
事
業

〇

感
染
に
よ
り
休
業
と
な
っ
た
薬
局
に
対

す
る
継
続
再
開
支
援
事
業

令
和
3
年
度
薬
剤
師
・
薬
局
関
係

予
算
案
の
概
要（
新
規
予
算
）

5〇

薬
剤
師
の
資
質
向
上
に
向
け
た
研
修
に

係
る
調
査
・
検
討�



3
2
百
万
円

　（
卒
後
臨
床
研
修
の
効
果
的
な
実
施
の
た

め
の
調
査
研
究
）

〇
薬
剤
師
確
保
の
た
め
の
調
査
・
検
討

　
2

4
百
万
円

〇

成
育
医
療
等
分
野
の
薬
物
療
法
に
係
る

地
域
の
連
携
体
制
構
築�

6
百
万
円

令
和
2
年
度
第
三
次
補
正
予
算

6〇

新
た
な
日
常
に
対
応
す
る
処
方
箋
の
電

子
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
構
築

3
，8
0
3
百
万
円

〇

薬
剤
師
の
資
質
向
上
に
向
け
た
研
修
に

係
る
調
査
・
検
討�

3

2
百
万
円

　（
I
C
T
を
活
用
し
た
業
務
等
に
係
る
薬

剤
師
の
資
質
向
上
）

〇

全
国
薬
局
機
能
情
報
提
供
制
度
の
全
国

統
一
的
な
検
索
サ
イ
ト
の
構
築

�

1
3
4
百
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
の
優
先
接
種（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
）

7　
医
療
従
事
者
を
優
先
接
種
の
対
象
と
し

た
上
で
、
医
療
従
事
者
の
範
囲
と
し
て
「
薬

局
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者（
疑
い
患
者
を
含
む
。）に
頻
繁
に
接

す
る
機
会
の
あ
る
薬
剤
師
そ
の
他
の
職
員

（
登
録
販
売
者
を
含
む
。）」が
明
記
さ
れ
た
。

全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
の
方
針

8〇
後
期
高
齢
者
の
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
年
収
2
0
0
万

円
以
上
の
方
に
限
っ
て
、
そ
の
医
療
費
の
窓

口
負
担
を
2
割
と
し
、
そ
れ
以
外
の
方
は
1

割
と
す
る
。

　
施
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
準
備
期
間
等
も

考
慮
し
、
令
和
4
年
度
後
半
で
、
政
令
で
定

め
る
こ
と
と
す
る
。

　
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
長
期
頻
回
受
診
患

者
等
へ
の
配
慮
措
置
と
し
て
、
2
割
負
担
へ

の
変
更
に
よ
り
影
響
が
大
き
い
外
来
患
者

に
つ
い
て
、
施
行
後
3
年
間
、
1
月
分
の
負

担
増
を
、
最
大
で
も
3
，0
0
0
円
に
収
ま

る
よ
う
な
措
置
を
導
入
す
る
。

（
注
）薬
剤
自
己
負
担
の
導
入
に
つ
い
て
は

言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。

令
和
3
年
度
税
制
改
正

9〇

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
た

め
の
医
療
費
控
除
特
例
措
置
の
延
長
等

〇

試
験
研
究
を
行
っ
た
場
合
の
法
人
税
額

等
の
特
別
控
除
の
延
長
及
び
拡
充

　令和2年12月1日12時から、自由民主党薬剤師問題議員懇談会世話人会（伊吹文明会長他10名）がザ・キャ
ピトルホテル東急で開催された。
　世話人会は、事務局長を務める藤井基之参議院議員の進行で始められた。伊吹文明会長の挨拶に続いて、都
道府県薬剤師連盟から推薦された新規入会希望議員（衆：3名、参：4名）の入会及び令和元年11月27日から令
和2年11月30日までの会計報告が諮られ、了承された。続いて、山本日本薬剤師連盟会長より、令和2年3月
25日の令和元年度定時評議員会において組織内統一候補者として選任した神谷政幸（かみやまさゆき）副会
長を紹介し、本田顕子参議院議員に戴いたご支援に増して、引き続きのご支援を賜りたいと挨拶がなされた。
　続いて森日本薬剤師会副会長から「日本薬剤師会における主な課題および要望」について、「新型コロナウ
イルス感染症への対応」「医療保険制度改革」「来年度薬価改定」「オンライン服薬指導」「OTC医薬品販売体制」

「薬剤師（個人）・薬局（施設）認証システムの基盤整備」「医療機関の敷地内に開設される薬局について」の項目
について資料を用いて説明が行われた。意見交換の後、総会において十分な説明を行うよう伊吹文明会長が
要望し、閉会となった。
　薬剤師問題議員懇談会総会は、同日・同所で16時から開催され、122名の国会議員、74名の代理人が駆けつ
けた。伊吹文明会長の挨拶、新規入会議員の報告及び会計報告がなされ、続いて、世話人会と同様に、日本薬
剤師会より課題と要望が説明された。特に、新型コロナウイルスの感染拡大により薬局経営が厳しい状況に
置かれていること、新型コロナウイルスワクチンの優先接種、さらに診療・検査医療機関と連携して対応する
薬局において患者が安心して医薬品を入手出来るよう地域の医薬品供給を担う薬局の感染防止のための体制
整備についての財政支援等について要望し、活発な意見交換の後、閉会となった。

自由民主党薬剤師問題議員懇談会世話人会並びに総会が開催される！自由民主党薬剤師問題議員懇談会世話人会並びに総会が開催される！

居宅療養管理指導費
（介護予防居宅療養管理指導費も同じ）

単一建物
居住者人数 単位数

病院又は診療所の薬剤師
1人 560→565単位

2～9人 415→416単位
10人以上 379単位（変更なし）

薬局の薬剤師
1人 509→517単位

2～9人 377→378単位
10人以上 345→341単位

情報通信機器を用いた服薬指導（居宅管理指導と同日に行った場合
を除く）を行った場合（1月に1回に限り） 45単位（新規）

注1） 令和3年4月1日施行予定
注2） 令和3年9月30日までは、基本報酬に0.1%上乗せ（四捨五入）

（病院又は診療所の薬剤師　単一建物住居者1人：565×100.1%⇒566単位（+1単位）、薬局の薬剤師　単一建
物1人：517×100.1%⇒518単位（+1単位）、その他変更なし）
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今
年
に
入
っ
て
１
月
7
日
か
ら
、2
度

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

1
年
以
上
コ
ロ
ナ
と
闘
い
続
け
て
、東
京
で

は
1
日
の
感
染
者
が
2
，0
0
0
人
を
越
え

る
日
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
１
月
末
に
な

り
や
っ
と
1
，0
0
0
人
を
切
っ
て
来
ま
し

た
が
、こ
こ
で
踏
み
と
ど
ま
ら
な
い
と
さ
ら

に
拡
大
す
る
恐
れ
が
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

2
月
に
入
り
、ま
だ
解
除
は
難
し
い
状
況
で

す
。
や
は
り
１
か
月
の
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
に
見
え
な
い
敵
と
の
闘
い
は
、手
洗
い
、

マ
ス
ク
、三
密
を
避
け
る
、複
数
で
の
会
食

を
し
な
い
、と
基
本
を
守
っ
て
日
常
を
過
ご

す
こ
と
に
つ
き
ま
す
。
ま
た
、か
か
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、速
や
か
に
保
健
所
の
指
示
に
し

た
が
っ
て
、自
分
と
家
族
を
守
る
た
め
の
方

策
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
順
次
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま

り
ま
す
。
な
る
べ
く
早
く
多
く
の
方
々
が

ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
こ
と
に
よ
り
、感
染
拡
大

が
終
息
し
て
行
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

医
療
と
経
済
、両
輪
と
も
回
っ
て
い
か
な

い
と
日
本
の
政
治
も
回
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

逆
に
政
治
が
き
ち
ん
と
回
ら
な
い
と
、医
療

安
全
、経
済
安
定
は
望
め
ま
せ
ん
。
医
療
人

は
休
む
こ
と
な
く
働
い
て
い
ま
す
。
薬
剤

師
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
協
力
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
を
乗
り
越
え
る

た
め
、１
人
１
人
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
ま

し
ょ
う
！

　

薬
局
は
感
染
対
策
に
70
万
円
を
上
限
と

す
る
補
助
金
が
つ
き
ま
し
た
。
日
常
業
務

に
要
す
る
消
耗
品
も
対
象
で
す
。
12
月
15

日
に
第
3
次
補
正
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ

れ
追
加
支
援
策
で
、さ
ら
に
20
万
円
ま
で
つ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
の
補

助
金
で
す
の
で
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
は
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
対
策
の
継
続
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、今
後
も
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
当
薬
局
も
11
月
に
70
万
円
の
申
請
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、数
年
は
持
つ
と
い
う

光
触
媒
に
よ
る
抗
菌
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
薬

局
全
面
に
施
工
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
様
も
ぜ
ひ
忘
れ
ず
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
ね
。

 

（
M
・
W
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　

鳥
海　

良
寛
、石
井　

甲
一

　
　

大
澤　

泰
輔
、丹
羽　

松
弘

　
　

橋
本　

昌
子
、加
茂　

雅
行

　
　

桒
原　
　

健
、渡
邊
美
知
子

　「自殺対策基本法」では、例年、月別自殺者数の最も多い3月を「自殺対策強化月間」と
定めています。地方公共団体、関係団体等とも連携して「誰も自殺に追い込まれること
のない社会」の実現に向けて相談事業及び啓発活動を実施しています。
　長引くコロナ禍における生活で、日本の自殺は11年ぶりの増加となりました。自殺
は複合的な要素が絡んでいるのでコロナ禍だけが直接の原因とは断定できませんが、
昨年の10月からの統計結果を見ますと増加しています。小・中・高校生の自殺者数も統
計開始以来最多となりました。困窮する女性の支援についても対策の重要性が高まり、
2月12日に「孤独・孤立対策担当大臣」を坂本哲志一億総活躍担当大臣が担当されるこ
ととなり、内閣官房に担当室が設置されました。
　ところで、自民党には組織運動本部の1つに女性局があり、様々な取り組みが行われ
ています。今年からは、自民党女性局の地方議員を対象とした「政策ミーティング」と
題した勉強会が始まりました。第2回目のテーマは要望が多かった「自殺」を取り上げ、
私が講師を務めました。
　私は自殺防止対策の最終目的は地域の皆様の命を守ることにあり、地域・社会づくり
と密接な関係にあると思っています。加えて、私は今回の講演資料を作りながらもう一
つの言葉を思い出していました。2025年に向けた「地域包括ケアシステム」です。包摂
的に地域医療を支える仕組み作りも地域の皆様の命と健康を守るための仕組み作りだ
と考えます。どんな時でも地域の皆様の命を守れるように、この困難な時を乗り越えて
行きたいですね。
　引き続きのご指導をよろしくお願い申し上げます。

自殺対策強化月間

自民党　厚生労働部会副部会長
参議院議員・薬剤師 本田顕子

オレンジ日記

　新型コロナウイルス感染症について、この欄で初めて取り上げたのは昨年の3月でした。
あれから1年、感染症は収まるどころか世界各地で拡大が続き、世界の感染者数は1億人を
超え、死亡者数は250万人に達しています。日本国内も昨年末から新規感染者が急増し、
感染者数は約43万3千人、死亡者数は約8千人（2月28日現在）となっています。年明け早々
の緊急事態宣言の再発令により、感染拡大傾向は全国的に改善してきているものの、収束
への目途が立たない状況に変わりはありません。
　こうした中、感染症収束への切り札と期待されるのが、欧米等で接種が進む新型コロナ
ウイルスワクチンです。日本でも、昨年末にファイザー株式会社が申請した新型コロナウ
イルスワクチン「コミナティ筋注」が、2月14日に初めて特例承認されました。政府は2月
17日から医療従事者を対象に優先接種を開始し、4月には65歳以上の高齢者を対象とした
接種を開始するとしています。
　新型コロナウイルスのワクチンの接種は、これまでに経験の無い大規模なものとなり、
接種場所の確保や接種体制の整備、確実なワクチン輸送等、きめ細やかな準備が必要となっ
ています。薬剤師の皆さんには、接種会場での薬液充填や接種者の服用薬剤の確認等の対
応が求められます。更に、かかりつけ薬剤師として、接種前の質問や相談、接種後の体調変
化や副反応への対応等も重要な役目となります。
　感染症の収束に向けて、薬剤師をはじめ医療関係者はもちろん、国民一丸となった取組
が重要となっています。

新型コロナウイルスワクチンの接種開始

RReporteport
もとゆきもとゆき 藤井もとゆき国会レポート

薬剤師・薬学博士
情報監視審査会会長・参議院議員 藤井基之

　
製
薬
会
社
で
M
R
と
し
て
働
い
て
い
た
私
は
、

父
か
ら
病
気
の
知
ら
せ
を
受
け
て
数
月
後
の
退

職
を
決
意
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、残
念
な
が

ら
薬
局
薬
剤
師
と
し
て
父
と
一
緒
に
仕
事
を
す

る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、子
供

の
頃
か
ら
何
気
な
く
見
聞
き
し
た
こ
と
は
大
き

い
の
だ
な
、と
実
感
し
た
の
が
一
般
用
医
薬
品

の
販
売
や
学
校
薬
剤
師
業
務
で
す
。

　
私
が
薬
局
内
を
走
り
回
っ
て
い
た
小
さ
い
頃

を
知
っ
て
い
る
近
所
の
方
々
が
来
局
し
て
、健

康
に
関
す
る
相
談
を
持
ち
掛
け
て
く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、医
療
用
医
薬
品
の
M
R
職
の
経
験

し
か
な
か
っ
た
私
は
な
か
な
か
満
足
の
い
く
対

応
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
都
度「
こ
の
人

た
ち
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、一
般
用
医
薬
品
や

健
康
食
品
に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
を
し
な
け
れ

ば
」
と
強
い
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
覚
え
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、

様
々
な
相
談
に

対
応
で
き
る
よ

う
に
薬
局
内
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
充
実
さ
せ
、

セ
ル
フ
ケ
ア
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

わ
る
喜
び
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、ぼ

ん
や
り
と
で
す
が
、父
が
学
校
薬
剤
師
業
務
を

し
て
い
た
こ
と
が
記
憶
の
片
隅
に
残
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、学
校
薬
剤
師
に
も
興
味
を
持
ち
、積

極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
用

医
薬
品
販
売
と
学
校
薬
剤
師
、保
険
調
剤
に
携

わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー
マ

シ
ス
ト
の
資
格
制
度
が
始
ま
っ
た
時
に
は
是
非

関
わ
り
た
い
と
思
い
、す
ぐ
に
申
し
込
み
を
し

ま
し
た
。
2
0
1
2
年
に
開
催
さ
れ
た「
ぎ
ふ
清

流
国
体
」の
際
に
は
、お
隣
の
蒲
郡
市“
海
陽
ヨ
ッ

ト
ハ
ー
バ
ー
”で
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ

た
た
め
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
行
っ
た
こ
と

は
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
様
々
な
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
や
色
々
な
ご
縁
で
、2
0
0
6
年
に
豊
橋

市
薬
剤
師
会
理
事
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
担
当
事
業
が
危
機
管
理
担
当
で
あ
っ
た

私
は
、父
の
縁
も
あ
り
愛
知
県
薬
剤
師
会
危
機

管
理
部
会
に
も
携
わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
任
期
中
に
部
長
や
同
じ
三
河
地
方
の

岡
崎
薬
剤
師
会
の
先
生
の
ご
指
南
を
受
け
、豊

橋
市
薬
剤
師
会
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を

行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
災
害
対
策
に

強
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

分
野
に
は
、後
に
2
0
1
7
年
に
愛
知
県
薬
剤

師
会
常
務
理
事
と
し
て
も
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
の
国
土
強
靭
化
へ
の
意
欲
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
こ
の
頃
に
仕
事
以
外
で
も
地
元
の

地
縁
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
、ま
ち
づ
く
り
団

体
で
あ
る“
豊
橋
青
年
会
議
所
”へ
2
0
1
3
年

に
入
会
を
し
ま
し
た
。
豊
橋
青
年
会
議
所
に
は

趣
味
の
会「
ら
ぶ
ら
ぶ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」と
い
う

テ
ニ
ス
チ
ー
ム
が
あ
り
、ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

そ
ち
ら
へ
入
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実

は
そ
の
チ
ー
ム
こ
そ
が
私
が
幼
い
頃
に
父
が
参

加
し
て
い
た
テ
ニ
ス
の
練
習
会
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
縁
も
あ
り
、富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
で
の
チ
ー
ム
優
勝
や
2
0
1
9
年
に
自

身
が
代
表
幹
事
を
務
め
て
豊
橋
で
全
国
大
会
を

開
催
す
る
な
ど
、貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
れ
以
上
に

こ
の
青
年
会

議
所
で
の
経

験
が
私
の
人

生
を
大
き
く

左
右
す
る
こ

と
に
な
る
と

は
知
る
由
も

あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

テニス大会で悲願のチーム優勝を果たし
た記念撮影

水泳大会でのスポーツファー
マシスト活動

学校薬剤師として小学校で“タバコの害
から身を守る”授業を実施

神
か み

谷
や

まさゆき
物語

〜第５回〜


